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年利、％

2019/2　①6.25％　②7.50％　③7.41％

（月末値）
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（注）ﾑﾝﾊﾞｲ中央ﾋﾞｼﾞﾈｽ地区における平方ﾌｨｰﾄ当たり月額賃料。

グラフで見るインド経済 2019 年３月号（Ｎｏ．１１１） 

２０１８年１０～１２月期の実質ＧＤＰ（国内総生産）は前年比+６．６％（前期は同+７．０％）と、２０１７年４～６月

期以来の低い伸びとなった。総固定資本形成や輸出が伸びを高めたものの、個人消費は減速し、政府支出も増

勢を弱めた。一方、直近の月次指標は、景気が持ち直していることを示唆している。すなわち、２０１９年１月の輸

出が前年比+３．７％と前月の伸び（同+０．３％）を上回った。また、２月の製造業ＰＭＩ（中立水準は５０）も５４．３

（前月は５３．９）と、１４か月ぶりの高水準となった。製造業の景況感は２か月続けて改善している。 

【今月のトピック：総選挙を目前に控え直接投資が低迷】 ２０１８年４月～１２月のインドの直接投資受け入れ累計額は３３５

億ドルと、前年同期の３６０億ドルを下回った。２０１８年度(４月～翌年３月)の直接投資は、前年度を下回る可能性が高い模

様である。この背景としては、５月に実施される総選挙を控え模様眺めの投資スタンスの投資家が増えていることがあげら

れる。これ加えて、モディ政権が輸入品の関税を引き上げ、保護主義政策にかじを切りつつあることも、直接投資を手控えさ

せる要因となっている。さらに、２月に発生したパキスタンとの軍事衝突によって、直接投資は一段と冷え込む可能性もある。 

（出所）インド準備銀行、インド統計・計画実施省、ＯＥＣＤ、ＣＥＩＣ、ブルームバーグ 
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2019/1　①-147.3億ドル　②+3.7％　③+0.0％
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グラフで見るインド経済 2019 年３月号 

（出所）インド統計・計画実施省、インド商工省・同経済諮問部・同通商情報統計局、インド自動車工業会、インド準備銀行、ＣＥＩＣ、ブルームバーグ 
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